英語ＯＣ学習プリント その２　 Lesson3 文の要素と文型（１）
本格的な英語学習をする上での全ての土台（基本の中でも最も大切）となる箇所なので、今後これをベースに英語の授業をしていきます。これらを組み合わせることで、複雑な英文も自力で理解できるようになります。君達は、何度も戻ってきて、一日でも早く体で覚えるようにすること。

§１　文の基本となるもの

　☆英　語＝　　　　　がその文の形（つまり構文）と意味を決める。

　　　　　　→その語順を、　　　　　という。
　第１文型：　　　　　　　　　　　　　　
　第２文型：　　　　　　　　　　　　　　
　第３文型：　　　　　　　　　　　　　　
第４文型：　　　　　　　　　　　　　　
　第５文型：　　　　　　　　　　　　　　
　英語は、この語順そのものに意味があるわけです。ですから、自分でこれが見破れれば、英語の意味が正確にわかるということです。
　では、もう少し具体的に見ていこう。

☆記号の説明

　いちいち説明する煩わしさを避けるためのものです。どの品詞を取る（になる）のかが特に大切です。
（1） 主語（Ｓ）…①文の最初の　　　　　　
　　　　　　　　　　②訳：名詞に「～は・～が」をつける　

（2） 動詞（Ｖ）…①「　　　　」または「状態」を表す語

　　②be動詞と一般動詞（be動詞以外全部）がある

　　「動作」と「状態」とは、実際に文法問題で重要になることがあるのですが、動きのあるものが「動作」、つまり「書く」「投げる」などで、「状態」はものの「状態」を表すもの、つまり「いる」「ある」「知っている」「もっている」など。
（３）目的語（Ｏ）…　　　　あるいは　　　　　の後ろに来る名詞です。日本語だと「～
を／～へ／～に」などに当たる語。
（５）　　　（Ｃ）…　　　　の説明をする語です。第五文型の場合は、目的語の説明をします。「～です／～の…／～に…」という訳が多いが動詞により訳は多様を極めます（動詞の意味で覚えることが大切）。品詞は、名詞か形容詞です。

（4） 修飾語（Ｍ）…Ｓ、Ｖ、Ｏ、Ｃのいずれにも入らないもの＝修飾語（Ｍ）

英語が、５つだけのパターンだけならとても簡単なのだが、英文を長く複雑にするものとして、Ｍというものがある。もう少し詳しく見てみよう。


　　　　Ｍ→（１）　　　　（相当語句）＝名詞を修飾
　　　　　　（２）　　　　（相当語句）＝名詞以外の何か（動詞が多い）を修飾
　　　　　　　＊「相当語句」とは句や節を含むということです。

４つの大きな品詞（４大品詞）について

　品詞の基本的な内容と、ＳＶＯＣＭのどれになることができるのかを押さえること。

（1） 名　詞…①人・もの・事柄の名前を表す言葉（＝詞）

　　　　　　　　　例　cat, desk, Tokyo Dome, Taro Miyake, identity など

　　　　　　　　②主語（Ｓ）か目的語（Ｏ）か補語（Ｃ）になる。

（2） 動　詞…（Ｖ）ですね。
（3） 形容詞…名詞を修飾するか、補語（Ｃ）になる。

　　　　　　　　（「修飾する」とは、意味がかかる、語句を説明すること）

　　　
　　　　例　handsome で、用法を確認してみよう。

　　　　　　＜名詞を修飾する場合＞

              A handsome man walks along the street.

　　　　　　　「ハンサムな人が通りを歩いています。」

　　　　　　　　　　　※「ハンサムな」は「人」を修飾しています。

　　　　　　＜補語になる場合＞

　　　　　　　You are handsome.　

　　　　　　　「あなたはハンサムです。」※「handsome」は補語（Ｃ）になっている。　
（4） 副　詞…原則名詞以外を修飾する。必ずＭ（修飾語）になる。　

　※動詞、形容詞、副詞・文全体を修飾する。

· これら４大品詞を理解することは、不定詞・動名詞・分詞・関係詞を理解する上での前提条件になります。

　修飾語の形容詞と副詞の違い
（注：最初は少し難しいかもしれないが、今後とっても大切になります。必ず理解してください）
つぎの例で考えてみよう

問：下線部に誤りがあれば、正しなさい。

①幸せに暮らす

②幸せにクラス
　つまりこれが形容詞と副詞の使い分けなのです。形容詞か副詞か迷ったら、上記のような修飾する語をあてるなどして簡単な例文を作ってみよう。その時に、


　☆形容詞と副詞の違い

名詞を修飾（意味がかかる）か、補語になるのは形容詞（幸せな、早い）
　　名詞以外に意味がかかるのが副詞（早く、美しく）
と考えれば良いのです。

追記：今までの説明は、英語の品詞を考えて行く場合の話しです。日本語では、「幸せに」も「幸せな」も共に形容動詞、「美しい」も「美しく」も共に形容詞になります。また連体詞、副詞など、修飾語の品詞も多く、英語より複雑になります。

４大品詞以外で、頻出な品詞（特に(２)と(３)が、文型では大切）
（1） 助動詞…動詞の前において、動詞を助ける言葉（＝詞）。
「助動詞+原形動詞」を一つのかたまりとして考えました。
will, can, may, must, shallなどでしたね。
（2） 前置詞…名詞・動名詞の前に置かれる言葉（＝詞）ということです。つぎが主な前置詞です。　in, on, with, by, at, of, toなどでした。
それぞれの意味は、

　in =「～で・～に」on =「～で・～に」with =「～と一緒に」

　by =「～によって」at =「～で・～に」of =「～の」to =「～へ・～に」

　となります。つまり、on, in といったその語１語では、内容を持った意味は持てません。

したがって、☆「前置詞＋名詞（動名詞）」で一つのかたまりとして考えます。

（3） 接続詞…次ぎの二種類があり、用法をしっかり使い分けましょう。
1 等位接続詞…文法的・意味的に等しい位のものを接続する言葉（＝詞）です。代表的な語はand, or, but です。解釈で非常に大切な役目を果たします。

2 従位接続詞…when ＳＶ／ifＳＶといった、接続詞＋ＳＶで意味のかたまりになり、ＳＶとＳＶを接続する言葉（＝詞）です。

　　　

（4） 冠　詞…a, the, some　など。後ろに必ず名詞を取る。

　　　注　冠詞・所有格と前置詞の位置関係

　　　　ex) with your friends　「あなたの友達と一緒に」

            前置詞　所有格　名詞　
       ex) by  the  dog　「その犬によって」

　  　　　　 前置詞　冠詞　名詞

　 
※所有格・冠詞は名詞の一部と考え、前置詞をその前に置きます。

　☆ 前置詞、接続詞は、『ＤＵＡＬ ＳＣＯＰＥ』では後半に出てきますが、そこで本格的な学習をするのでは遅すぎます。普段の授業、単語、熟語学習で大切なものを随時紹介するので、その都度例文を通じてマスターしていってください。
§２　文型
　文型（つまり５つの言葉の並び順）を見ていきます。鍵は　　　　の語法と、４大品詞でした。この動詞は○文型をとり、その時の意味は・・・となる、というのを指示されたものはしっかり覚えることで、英語の本当の姿が見えてきます。
１　第１文型　（Ｓ＋Ｖ）「Ｓは（が）Ｖ」
Ｓの品詞は名詞　Ｖの品詞は動詞。Ｍを伴うことがほとんどす。
問：次の文を、品詞を調べたうえで、英訳せよ。

I am here. 　「　　　　　　　　　　　」

☆ here の品詞は　　　なので、文の要素は　　　です。したがって第１文型の英文です。
◎ be 動詞は、第１文型と第２文型で意味が異なります。

　　第１文型「いる／ある」

　　第２文型「ＳはＣです（だ）」←第２文型の項参照。

There is 構文の仕組み

問：次のＤＵＡＬ　ＳＣＯＰＥの文の、それぞれの単語の品詞をしらべてみよう。

　There  is  a  computer  on  the  desk.

つまり、There is 構文の訳出は、　　　　　　　　　　です。

２　第2文型（Ｓ+Ｖ+Ｃ）「ＳはＣである／です／になる　etc」
· Ｓ＝Ｃ　Ｃの品詞は名詞か形容詞。

◎　この文型を取る動詞は意味とセットで覚える。
a) 「～（のまま）である」（状態）

   → be / keep / remain 

b) 「～になる」（変化）

 　　→become / get / grow / turn / go / come 

  c) 「～のようだ（のように見える）」（様子・外見）

     → look / seem / appear 

  d) 「～の感じ[におい・味など]がする」（感覚）

　　 → smell / taste / feel / sound
  e) その他「超」頻出重要動詞

     apologize to 人 for 内容 「　　　　　　　　　　　」

　　 complain of ( about )　「　　　　　　　」

     object to 「　　　　　　　　」

練習：次の英文を動詞の使い方に注意して和訳せよ。（動詞の使い方を覚えること）
（1） She remained unmarried all her life.
（2） Good medicine tastes bitter.
（3） How beautiful this lake looks this morning!
（4） A man goes wrong when he is made much of.　注：is made much of ＝ もてはやされる
（5） He appeared ( to be ) a rich man.
（6） Dimples appear on her cheeks when she smiles. 注：dimple ＝ えくぼ
３　第3文型（Ｓ+Ｖ+Ｏ）「ＳはＯを（へ／にetc）V」
Ｓ≠Ｏ　Ｏの品詞は名詞です。英文の８０パーセントは第３文型です。注意するべきポイントは以下の通りです。

1 第２文型と第３文型の区別　　②（ここでもやはり）動詞の使い方を覚える

☆第２文型と第３文型の区別　→　 Ｓ＝Ｃ　　Ｓ≠Ｏ　の関係

練習：次の英文を、文型を指摘した上で和訳しなさい。

（1） That bread smells good.

（2） The dog smells my hands.

（3） He became a doctor.
（4） This suit becomes him.
（5） She kept silent for a while.
（6） She kept her promise.

· １文型、２文型では動詞を自動詞、３文型、４文型、５文型では動詞を他動詞という。辞書を引く際には、 eq \o\ac(○,自)とか eq \o\ac(○,他)となっている。また[ＳＶＣ]などと文型が載っている。辞書を引く際にそういう記号を有効活用すると、早く正確に意味が取れるよ。

· 第３文型「超」重要動詞（日本語訳に惑わされて前置詞をつけないことが大切！）

discuss ～「　　　　　　　　　」（＝talk about～）

reach ～「　　　　　　　　　」( = get to ～/ arrive at [in] ～)

resemble ～「　　　　　　　　　」

marry ～「　　　　　　　　　」

enter ～「　　　　　　　　　」
	練習：（　　）に入る適切な語（句）を番号で答えよ。

They （　　） about the problems concerning the new plan.　　　　
① talked ② mentioned ③ discussed ④ regarded　（センター試験）


ＰＳ　１～３文型でその他よく狙われる事柄
	練習：（　　）に入る適切な語（句）を番号で答えよ。

Harvard University ( 　　) in 1636.
　① found ② founded ③ was found ④ was founded


解法のポイント

（原形）  
－（過去形）
－（過去分詞形）　（意味）


find　
－  

– 　

「　　　　　　　」

found 　
－ 

– 
 　　　
「　　　　　　　」

その他、似た活用をする動詞をまとめておく。

（原形）  
－（過去形）
－（過去分詞形）　（意味）


rise　
－  

– 　

「　　　　　　　」（自動詞）
raise　
－  

– 　

「　　　　　　　」（他動詞）
（原形）  
－（過去形）
－（過去分詞形）　（意味）


lie　
－  

– lain　

「　　　　　　　」(自動詞)
lay　
－  

– laid

「　　　　　　　」（他動詞）
lie　
－  

– 　

「うそをつく　　」
	問題：（　　）に入る適切な語（句）を番号で答えよ。

The cat (     ) at full length on the bed.

　① laid   ② lays  ③ lay  ④ lie


解説
　The cat (     ) ( at full length ) ( on the bed).

      S      V     M              M

  と文構造が確認できる。そうすると、自動詞のlie – lay – lain だが、現在形のlieにするのであれば、3単現のsが必要。選択肢④はその点で不可。結局過去形の③が正解。

　この手の問題では、自動詞と他動詞の区別、活用を覚えるだけでなく、時制（３単現のsを含む）が決めてとなることが多い。

Ｌｅｓｓｏｎ３　基礎確認テストについて（英語のアイテムを手に入れよう）
以下の通りに出題とする。９０点以上で合格
１　英語の文型を書け （各３）

(1)第１文型：　　　　　　　　　　　　　　

(2)第２文型：　　　　　　　　　　　　　　

(3)第３文型：　　　　　　　　　　　　　　

(4)第４文型：　　　　　　　　　　　　　　

　
(5)第５文型：　　　　　　　　　　　　　　

２　以下は、文の要素と品詞に関する説明です。「　　」内をうめなさい。（完答のみ各３）

(1)「Ｓ」とは「主語」であり、「名詞  」を取ることができる

(2)「Ｏ」とは「目的語」であり、「名詞」を取ることができる

　
(3)「Ｃ」とは「補語」であり、「名詞」と「  形容詞」を取ることができる


(4)「Ｍ」とは｢修飾語｣であり、「 形容詞」と「  副詞」を取ることができる

　　　　(5)「前置詞」は後ろに「名  」をとり、「形容詞」か「副詞」の意味のカタマリとなる

３　以下の動詞に関して、設問に答えよ。

次の動詞の意味を答えなさい。（各２）

(1) remain 　「　　　　　　　　　　」

(2) go（第２文型の時の意味）「　　　　　　　　　　」

(3) seem 「　　　　　　　　　　」

(4) apologize to 人 for 内容 「　　　　　　　　　　」

(5) complain of ( about ) 「　　　　　　　　　　」

(6) object to 「　　　　　　　　　　」

(7) discuss 「　　　　　　　　　　」

(8) reach 「　　　　　　　　　　」

(9) resemble 「　　　　　　　　　　」

(10) marry　「　　　　　　　　　　」

　以下のものは、下線部を埋めなさい（完答のみ各３）

(11) be 動詞の意味は第１文型では「　　　　　　　」で「第　文型」では「ＳはＣです（だ）」

(12) get の意味はget to では「　　　　　　　」「第２文型」では「　　　　　　　」第３文型では「～を手に入れる」

(13) becomeの意味は「第２文型」では「～になる」第３文型では「　　　　　　　」

(14) appear の意味は「第１文型」では「　　　　　　　」で「第２文型」では「　　　　　　　」

(15) look の意味はlook atでは「～を見る」で「第　文型」では「　　　　　　　」

以下の動詞の表を完成させなさい。（完答のみ各２）

（原形）
－（過去形）
－（過去分詞形）　（意味）


(16 )find　
－  

– 　

「　　　　　　　」

(17) found 　－ 

– 
 　　　
「　　　　　　　」

(18) rise　
－  

– 　

「　　　　　　　」（自動詞）
(19) raise　
－  

– 　

「　　　　　　　」（他動詞）
(20) lie　
－  

– lain　

「　　　　　　　」(自動詞)
(21) lay　
－  

– laid

「　　　　　　　」（他動詞）
(22) lie　
－  

– 　

「うそをつく　　」
４　次の日本文を英文に直せ（完答のみ各３）

(1) 選手達は５時に空港に到着した

(2) 机の上にコンピューターがあります

(3) ケンは医者です

(4) その少女は偉大なピアニストになった

(5) 君は今日は綺麗にみえるね

(6) あのパンはよい香りがする

(7) 私の姉は毎朝牛乳を飲む

Class     No     Name                  　　　　　　　Score        　　／１００
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